
階段室へのドアーの位置による雨水の侵入

ドアーからの雨水侵入状況
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　右の写真は台風２６号が関東地方を襲
った時の午前７時３０分頃の６号棟第５階
段室１２階の非常用ドアー付近の様子で
す。この時、台風は正に上空を通過中
で、侵入した雨水は階下の階段室へ、
そして次の階の非常用ドアーからの雨水
と合流して、下の階へ行くほど水量を増
して垂れ落ちていました。
　他の階段室も多かれ少なかれ同じよう
な状況でした。

６・７号棟の階段室ドアーの防水対策について
（６・７号棟の居住者のみなさんへの限定配布版）

中央の森弐番街

管理組合ニュース

図２　②開放廊下ドアー配置図

階段室側へ開くようになっています。
②エレベーター停止階の開放廊下と階
段室の出入口ドアー
☛ここでは「開放廊下ドアー」とします。
　このドアーは施錠されずに居住者の出
入りに使われています。
　どちらのドアーも外気に直接露出して
いますので、強い風雨の時はドアーとド
アー枠の間から雨水が侵入し、先の１０
月１６日の台風２６号の時は、流れ込ん
だ雨水が１階の玄関にまで垂れ落ちてき
て、屋内で傘を差さなくてはならない程
でした。

　高層棟の階段室を外気と遮断するドア
ー（エレベーターホールから外廊下への
ドアーは、ここでは対象外とします。）は、
大きく分けて次の２種類あります。
①エレベーター非停止階の非常時の避
難路に設置されている外側から内側へ
のみ開くドアー
☛ここでは「非常用ドアー」とします。
　このドアーは、建物内側（階段室側）か
らは常時施錠されていて、鍵で開錠しな
いと開きませんが、緊急時に北側バルコ
ニー伝いに避難する人が、外側（避難用
ホール側）のドアーノブを回して押すと

図１　①開放廊下ドアー配置図

６号棟第５階段室１２階

2013/10/16 7:２５am 

バルコニー 

非常時避難用ホール 

非常用 ドアー 

階段室 

バルコニー 開放廊下 

開放廊下ドアー 

階段室 



ドアーの構造上、雨水侵入は防げないか？

雨水侵入防止対策　　《非常用ドアー》
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　非常用ドアーは、最終的に親子扉のガ
タを最小限にするために、子扉を金具と
シール剤で固定し、親扉の外枠に沿っ
て全周（図４の緑の線）に特製のゴムシ
ール用のステレス型枠をドアー外枠に、
下部は床にビスで固定し、中にゴムシー
ルを装填しました。これで、親扉の４方向
に追加のゴムシールが装着され防水性
能は大幅に向上しました。

　非常用ドアーと開放廊下ドアーには、
平成９（２０１１）年の大規模修繕工事等
の際に、ドアー下部にゴムシートを外側
に付けたり、隙間にゴムシートを挟み込
む等の対策を施しましたが、防水の決定
打にはなっていませんでした。
　従って、ここ数年は大雨・強風が予測さ
れる前にドアーの下にバスタオルを敷き
詰める作戦を採ってきました。（下写真）
　しかし、これも予測が外れたり、人的余
裕がなく手当を失念したりで、十分満足
行く対策にはなっていませんでした。

　途中、設計図面の見直しを含め、５月
から着工、防水対策部品の取付調整を
しては、強い雨を待って効果確認する作
業を９月まで掛け、６・７号棟の第５階段
室１４階の非常用ドアーで、これ以上の
防水性能は限界であるところまでの手を
打ちました。

　昨年暮れから今年初めにかけて、ドア
ーやサッシメーカーの中から３社を選び
問題のドアーの防水対策をどの様にす
べきか、調査と対策案を報告する競争入
札を行いました。結果、文化シャッター
社を起用し、その後、同社に対策案を実
現するための設計図を書き起こさせ、特
製のゴムシール型枠等を製作し防水工
事を進めてきました。

図４　非常用ドアーの新ゴムシール配置図
　　　（外側からの図）

　非常用ドアーと開放廊下ドアー共に、
ドアーとドアー枠（建物躯体に固定）の
間には、ゴム製の１本のシールが装着さ
れています。そのシールは図３の赤色で
示された門型の配置と、青色の親扉と子
扉の合わせ目にあるのみです。特に、ド
アー下部は、人の出入りを考慮して、床
面との間には一切の防水用のシールは
ありません。
　従って、このタイプのドアーは、当初か
ら完全防水用として設置されたものでは
なく、このような場所に相応しい構造であ
るかどうかの疑問さえあることをご理解い
ただきたいと思います。

図３　ドアー構造とゴムシール配置図
　　　（階段室側からの図）

タオル敷詰め作戦（タオルなしより効果あり） 

７号棟第４階段室１４階、2013/10/16 7:35am 



表１　防火区画避難路ドアー部開放寸法

雨水侵入防止対策の効果確認　　《非常用ドアー》
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べ格段に少なく効果があったことを確認
いたしました。

　先の台風２６号来襲時の水漏れ状況
は、下の写真の通り、雨水侵入は他と比

高さ 床からの高さ

750mm以上 1800m以上 150mm以下

　非常用ドアーは、子扉を固定したこと
でドアーの開放部が小さくなりますので、
避難用ホールが建築基準法に定める
「防火区画」であるところから、関係法令
が示す避難通路の基準開放寸法を調べ
ました。開放寸法は　国交省の告示、国
交告第1392号で詳細の寸法が表１の通
り定められています。子扉固定対策後も
避難路として十分確保されている事を確
認いたしました。

国交省
告示

対策後
（子扉
  固定）

対策前

幅

845mm 1978mm 55mm

1340mm 1995mm 30mm

子扉の固定 子扉の固定（上） 

金具で 

固定 

金具で 

固定 
子扉の固定（下） 

外枠との接触面に 

防水シール剤充填 

(仕上げ前の写真） 

追加ゴムシール型枠 

上 

横 

追加ゴムシール型枠 

下 

     横 

6号棟第５階段室14階 

帯状に雨水入り込みあるが、未対策部に比

べ大幅に改善 
７号棟第５階段室14階 

親子扉合わせ面からにじむ程度の水漏れ 



雨水侵入防止対策の状況　　《開放廊下ドアー》

今後の進め方
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　よって、より現実的な選択としては、今
回の防水対策を未実施のドアーへ拡大
し、必要あれば「バスタオル敷き詰め作
戦」との併用を行なえば、ほぼ雨水の侵
入は防げると判断しています。

着度を低下させることになります。
　従って、このドアーの完全防水をする
には、エレベーター停止階のエレベー
ターホールのように、避難用ホールを完
全に外気と遮断する構造に改造しなけ
ればなりません。それには、高額な費用
が掛るばかりか、建築確認の法的手続き
も必要になりそうです。

　１ページの６号棟第５階段室１２階の非
常用ドアー付近の写真と比べてくださ
い。大きな違いが解ります。
　しかし、今回の対策を採ったにも関わ
らず、非常用ドアーの構造が内開きであ
ることから、強い風圧を外部から受けると
ドアーのノブ側は、ラッチ（図４の赤丸印
ノブの内部構造）が固定フレーム側の溝
（ストライカーと呼ばれています。）に嵌り
こんで固定されるだけの構造で全圧力
を受けます。その際、ドアーの上下はラ
ッチ部を中心に大きく内側へ歪みます。
この歪の力は、ゴムシールとドアーの接
触面を離す方向に作用し、シールの密

　開放廊下ドアーは、人の出入りを重視
しているために、ドアー下部の床面の靴
擦り（くつずり、ステンレス鋼製）の構造が
平板に近い形状で、ドアー下からの浸水
を防ぐために非常用ドアー用として取り
付けた、床にビスで固定するゴムシート
用型枠を付けることは、床面に５cm高さ
程の敷居状のものが出現するため、人
の出入りを想定している場所には相応し
くありません。つまり、ドアー下側の雨水
侵入防止策は限定的であることを意味し
ています。

　非常用ドアーは、６・７号棟それぞれの
エレベーター非停止階の４５箇所、両棟
合計９０箇所に使われています。今回対
策施工したのはたったの２箇所です。
　この度実施した対策を一気に残りの８８
箇所に適用した場合は、かなりの金額に
なりますので、経験的に雨水侵入が多
い高層階の非常用ドアーから徐々に対
象を広げ、様子を見ながら各期毎に予
算を確保しながら実行するのが現実的
ではないかと考えています。
　今会計年度末（来年３月末）までには、
両棟の１４階の残る計８箇所の非常用ド
アーは、対策実施を予定しております。
　開放廊下ドアーは、前述の通り決定打

がありませんので、雨水侵入が他に
比べ異常に多い所から、１箇所１箇
所それぞれの個性に合わせてドアー
外側下部のゴムシート貼り替え、隙
間へのシール材貼付け等で個別に対
応せざるを得ないと考えます。
　６・７号棟の居住者のみな様に
は、普段使っていない開放廊下ドア
ーを雨天の際に通ってみる等で状況
を各棟の担当理事にお伝えいただく
と対応し易くなります。ご協力くだ
さい。

文責：　理事長・修繕専門委員
　　　　木村　征司

　また、開放廊下ドアーからの雨水侵入
は、一部を除いて非常用ドアーに比べ
少ないのも事実です。これは開放廊下
北側のアルミ柵に防風用のパネルがほ
ぼ全面に張り付けてあり、この防風板の
効果によるものと観察されています。

　従って、防水対策はドアー外側下部の
スカート状のゴムシートを張り替えたり、
隙間を接着剤付きシート等で極力塞ぐし
かないのが現状です。

靴擦り（くつずり） 

開放廊下ドアー 

ゴムシート 


